ユウ コフは 年 はま だ やっと 九つです。 せんに は、 お 

母さんと 一し よに、 ゐ なかの 村の マ カリ ツチ さまと い 

ふ、 だんなの うちにお いて もらって ゐ ました。 お 母 さ 

んは そのうちの 女中に なって、 はたらいて ゐ たのです _ 

そのお 母さんが 死んで しまったので、 ユウ コフも その 

お 家に ゐられ なくなり、 人の 世話で、 三月 まへから、 

この 靴屋の 店へ、 奉公に はいった のでした。 

こよ ひ は クリスマスの 晚 です。 ユウ コフは 親方 や 兄 

弟子た ちが、 教会から かへ つてく るまで は、 どんなに 

おそくまで も、 ねむらないで、 まって ゐ なければ なら 

ない のです。 ユウ コフは 一人ぼっちで、 さびしく てた 



まらない ので、 戸 だな から、 そっと 親方の インキつ ぼ 

を もちだして、 さきの さ、 くれた ペンで、 しわくちゃ 

の 紙へ てがみ を かきだしました。 だれよりも 大 すきな、 

あの マ カリ ツチの だんなへ 出さう とお も ひ ついた ので 

r コン スタン チン、 マ カリ ツチの だんな さま ごと ユウ 

コフ は、 くび を ひねり/^ かき 出しました。 

「だんな さまのと ころ は、 クリスマスで にぎやか でせ 

う。 神 さまが、 だんな さまに、 どつ さりい、 こと を 下 

さる やうに いのって ます。 だって、 わたしに は、 お 父 

つ あん もお 母さん もゐ なくなつ たから、 あと は、 た v 



だんな さま だけです ご 

ユウ コフ はこ、 まで かくと、 目 を あげて、 くらい 窓 

を 見上げました。 ろうそくの、 くらい あかりが、 ガラ 

スに ぼんやり うつ ッてゐ ます。 それ を じっとみて ゐる 

と、 マ カリ ツチの だんなの 姿が、 ありあ リと ガラスの 

中に うかび 上って 来ました。 

マ カリ ツチの だんな は、 年 は 六十 五です。 せいの ひ 

くい、 やせた、 それで ゐて とても 元気な ぉぢ いさまで 

す。 いつもた のし さう にに こ/ \ してば か リゐ ます。 

昼間 は 台所に ねころんで、 料理人 をから かったり して 

ゐ ますが、 夜になる と、 大きな 羊の 毛皮の 外とう にく 



る まって、 家畜の 見 ま はりに 出て いきます。 だんなの 

うしろに は、 いつも、 カシュ タン 力と ェ— ルと いふ、 

二 ひきの 犬が ついて ゐ ます。 

今 だんな はどうして ゐる かしらと ユウ コ フは思 ひま 

した。 村の 教会の 窓 は あかく とか、 V やいて ゐる でせ 

う。 だんな はう ちの 門のと ころに、 フェルトの 靴 をば 

たくさせながら 立って ゐて、 女中た ち を わら はせ て 

ゐる かもしれ ません。 

「どうだい、 一 つか y ねえ かご 

だんな は、 かぎ 煙草の 箱 を 女中に わたします。 女中 

は うけとって かいで みて、 とても うれしがって、 はッ 



はと 笑 ふので した。 

「くさいだ らう。 あとで 鼻の 先 をよ く ふくんだ ぞ。 I 

I お、 お、 ひどく、 いてつく ぢ やねえ か。 みしみ し 氷 

りつく やう だ ご 

それから、 だんな は、 かぎ 煙草 を 犬に も かくせます。 

カシュ タン 力 は、 鼻 を クン /\ ならして、 にげだし ま 

す。 ェ— ルは むやみに 尻尾 を ふって、 か y せないで く 

れと いふ やうに おせじ をつ かひます。 

夜の 空 は、 ふかく 水色に はれて、 村 全たい が はっき 

りとう かび 上って ゐ ます。 まつ 白に 雪 を かぶった 屋根 

や、 煙 を はいて ゐる 煙突 やし もで 銀色に なった 木立な 



どが、 幻燈の やうに すんで みえます。 空に は、 お 星 さ 

まがお どけた やうに また、 いて ゐ ます。 星の 大河 も、 

クリスマスが きたので、 雪で みがき を かけた やうに、 

白く はっきりと 光って ゐ ます。 

ユウ コフ はためい きをして、 また かきつ、 V けました 

「きの ふ、 わたし は 親方に 頭の 毛 をつ かまれて、 うら 

へ ひき づッ ていかれ て、 ぶたれ ました。 あかん ぼの か 

ご を、 ゆすぶ リ ながら、 ゐ ねむ リ をした からです。 こ 

のまへ も、 おかみ さんが、 二 シン を あらへ といった か 

ら、 しつ ぼの はう から あらったら、 いきなり 顔 を、 二 

シンで つきました。 なぜ、 二 シン をし つぼから あらつ 



される の だから、 あかん ぼが なくと ねむれません。 な 

き やむ まで ゆすぶって ゐ なければ、 ぶたれ ます。 

マ カリ ツチの だんな さま、 おねが ひだから、 わたし 

を また 村へ つれてって ください。 ほんと におね が ひで 

すご 

ユウ コフ は、 口 を ゆがめながら、 きたない 袖口で 目 

を こすり/ \、 泣き はじめました。 

「だんな さま、 わたし は、 まい 日 あなたの タバコ もき 

ざみ ます。 あなたの こと を、 神 さまに おいのり もし ま 

す。 どうぞ、 ごしょう だから、 たすけて ください。 

はたらかなければ いけない のなら、 うちの 給仕さん 



てくだ さい。 ぉぢ ようさんが きかれたら、 ユウ コフに 

や るんだ からって、 さう いってく ださい ご 

ユウ コフは 又た めいき をつ いて、 窓 を 見上げました 

すると、 こんど は、 だんなと 二人で、 森へ クリスマス 

の 飾 木 をと りに いったと きのこと が、 ガラスの 中に み 

えてき ました。 

その 日 はい、 お天気でした。 だんな は、 をの を かつ 

いで、 雪の 上 を、 ぜぃ くふうく いひながら、 ある 

いていき ます。 すると 雪もぜ い/ \ふ う- (^ときし み 

ます。 そこで ユウ コフ も、 わざと ぜ い/ \ ふう/ \ い 

ひながら ついていきました。 



飾りに する 木 をき りた ほす まへ に、 だんな は、 まづ 

パイプで 一 服して、 それから、 かぎ 煙草 を ゆっくり か 

いで、 にこ/ \ しながら、 どの 木 をき らう かとみ ま は 

します。 雪に つ、 まれた 若い もみの 木 は、 ぢ つと 立つ 

たま、、 じぶんが 切られ やしない かと、 心配して ゐる 

やうです。 と、 そのと き、 矢の やうに、 雪の 上 を とん 

だものが ありました。 うさぎです。 

「まて ッご と、 だんな は、 どなりながら おひかけ ます。 

「まてったら。 ちきしょう。 え、 い、 にげ やが つた。 

この、 しつ ぼの ちょん ぎれ 野郎 ご 

もみの 木 を 切りた ほす と、 それ をおう ちへ もってい 



つて、 かざりつけ をす るので す。 

「あ、、 あの ころ はお もしろ かった なご と、 ユウ コフ 

はっく，^ かう おも ひました。 まだお 母さん も 生きて 

ゐて、 だんなの ところで、 はたらいて ゐ ました。 お 嬢 

さんの オルガさん は、 いつも ユウ コフ にお 菓子 を くれ 

ました。 お嬢さん は 用がない ので、 ユウ コフに 読み か 

き だの、 百までの 計算 だの、 しま ひに は、 ダンス も を 

し へ て くれました。 

ユウ コフ は、 また/ \ ふかいた めいき をして、 かき 

つ 、v けます。 

「だんな さま、 どうぞ、 わたし を ひきとり にきて くだ 



スリッパ をつ ッ かけて 外へ かけだしました。 てがみの 

出し かたは、 もうこの まへ 肉屋の をぢ さんに おそ はつ 

てち やあんと しって ゐ ます。 郵便箱へ 入れさへ すれば、 

それだけ でい、 んだ よと、 をぢ さんが 言 ひました。 さ 

うすれば、 よっぱら ひの 郵便屋が、 鈴の ついた 馬車に 

のせて、 世界の はてまで だって、 もってって くれ るん 

だ、 かう をぢ さん はい ひました。 

ユウ コフ は、 どん/ \ はしって、 手紙 を 郵便箱へ 入 

れて 来ました。 だが、 あんな 上がき でもって、 マ 力 リツ 

チ さんのと ころへ つくで せう か。 

それから 一時間た つた ときには、 もう 親方 も かへ り、 



ユウ コフ もね むって ゐ ました。 もう 夜中す ぎです。 ね 

むって ゐる ユウ コフの 心 は、 あかるい のぞみで か、 V や 

いて ゐ ました。 ユウ コフに は、 大きな スト— ヴの ある 

だんなの おうちの 台所が みえました。 

スト— ヴの 上に はだんな がの つて ゐて、 足 をぶ 

ら/^ させながら、 ユウ コフの 手紙 を 料理人た ちに よ 

んで きかせて ゐ ます。 その 下に は、 カシュ タン 力と 

ェ ー ルが、 しつ ぼ を ふり/ \ してゐ ました。 
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